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ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコ
ンソールへのアクセス

ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコンソールの
概要

ONTAP toolsのメンテナンスコンソールを使用して、アプリケーション、システム、お
よびネットワークの構成を管理できます。管理者パスワードとメンテナンスパスワード
を変更できます。また、サポートバンドルの生成、さまざまなログレベルの設定、TLS

設定の表示と管理、リモート診断の開始を行うこともできます。

メンテナンスコンソールにアクセスするには、ONTAP Tools for VMware vSphereの導入後にVMware Toolsを
インストールしておく必要があります。 `maint`ONTAP toolsのメンテナンスコンソールにログインするに
は、導入時に設定したユーザ名とパスワードにを使用する必要があります。メンテナンスコンソールまた
はrootログインコンソールでファイルを編集するには、* nano *を使用する必要があります。

`diag`リモート診断を有効にするときは、ユーザのパスワードを設定する必要があります。

メンテナンスコンソールにアクセスするには、導入したONTAP tools for VMware vSphereの*[概要]*タブを使

用する必要があります。をクリックすると、 メンテナンスコンソールが起動します。

* コンソール・メニュー * * オプション *

アプリケーションの設定 1. サーバステータスの概要を表示します。

2. VASA ProviderサービスおよびSRAサービスのロ
グレベルの変更

3. AutoSupportを無効にする

システム構成 1. 仮想マシンの再起動

2. 仮想マシンのシャットダウン

3. マネージャUIパスワードをリセットするためのト
ークンの生成

4. タイムゾーンの変更

5. 新しいNTPサーバの追加

6. jailディスクサイズを増やす（/jail）

7. アップグレード

8. VMware Toolsのインストール
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ネットワーク構成 1. IPアドレス設定を表示します。

2. ドメイン名検索設定の表示

3. ドメイン名検索設定の変更

4. 静的ルートを表示します。

5. 静的ルートの変更

6. 変更のコミット

7. ホストへのpingの実行

8. デフォルト設定に戻す

サポートと診断 1. 診断シェルへのアクセス

2. リモート診断アクセスの有効化

リモート診断アクセスの設定

diagユーザのSSHアクセスを有効にするようにONTAP tools for VMware vSphereを設定
できます。

• 必要なもの *

vCenter Serverインスタンスに対してVASA Provider拡張機能を有効にする必要があります。

• このタスクについて *

SSHを使用してdiagユーザアカウントにアクセスする場合は、次の制限事項があります。

• SSHのアクティブ化ごとに許可されるログインアカウントは1つだけです。

• diagユーザアカウントへのSSHアクセスは、次のいずれかの状況になると無効になります。

◦ タイムアウトした場合。

ログインセッションは翌日の午前0時まで有効です。

◦ SSHを使用してdiagユーザとして再度ログインした場合

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenanceユーザとしてログインします。

3. と入力 `4`して[Support and Diagnostics]を選択します。

4. と入力し `3`て[Enable remote diagnostics access]を選択します

5. y[Confirmation]ダイアログボックスでと入力して、リモート診断アクセスを有効にします。

6. リモート診断アクセス用のパスワードを入力します。
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他のノードでSSHを開始する

アップグレードの前に、他のノードでSSHを開始する必要があります。

• 必要なもの *

vCenter Serverインスタンスに対してVASA Provider拡張機能を有効にする必要があります。

• このタスクについて *

アップグレードの前に、各ノードでこの手順を実行してください。

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenanceユーザとしてログインします。

3. と入力 `4`して[Support and Diagnostics]を選択します。

4. と入力し `1`て[診断シェルにアクセス]を選択します。

5. と入力し `y`て次に進みます。

6. コマンド_sudo systemctl restart ssh_を実行します。

vCenter ServerとONTAPのクレデンシャルを更新する

メンテナンスコンソールを使用して、vCenter ServerインスタンスとONTAPクレデンシ
ャルを更新できます。

• 必要なもの *

メンテナンスユーザのログインクレデンシャルが必要です。

• このタスクについて *

導入後にvCenter Server、ONTAP、またはデータLIFのクレデンシャルを変更した場合は、この手順を使用し
てクレデンシャルを更新する必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenanceユーザとしてログインします。

3. と入力 2 して[System Configuration Menu]を選択します。

4. と入力 9 してONTAP資格情報を変更します。

5. と入力 10 してvCenterクレデンシャルを変更する。
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って保護されている場合があります。
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NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

4

http://www.netapp.com/TM

	ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコンソールへのアクセス : ONTAP tools for VMware vSphere 10
	目次
	ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコンソールへのアクセス
	ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコンソールの概要
	リモート診断アクセスの設定
	他のノードでSSHを開始する
	vCenter ServerとONTAPのクレデンシャルを更新する


